取扱説明書 


このたびは本品をお買いあばいただきましてまことにありびとラございます。 

■ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいただを、正しく使用 
して < ださい。 

この「取扱説明書」は、保証書と共に大切に保管しておいてください。 

■同栖のアフターヴービス登録カードはおずご投函くださし、。 
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を全のためにがずお守りください 

使用ずる場所 . 

各部のなまえ . 


I 操作部• 表示部のなまえと 使いかた、「点好」- r 点滅」の意な I 

お使いになる前の準備 . 


製品と同捆品を取り出しまず 


'な油について 
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安全のために必ずお守りください 

黯を纖凝、碰ミを咖く麵るために、 


♦ここ L 术した表示は、誤つた使いかたをした と对こ生じる危善や損害の程度を夕の 表示で区ノ A し記阳 I 了ぃホォ: 


A 危険 ( DANGER ) 

この表术を無視して、誤った麵いをすると、人が死亡重傷を有う危除ま 
たは火災の危険び乳迫って生じることび想啟れる内容をおしています。 

么警告 ( WARNING ) 

この表桐無視して、誤った麵いをずると认び死じ重傷を有ぅ可能性、 
または火災の可能性び想定される内容を示していまず。 

A 注意 ( CAUTION ) 

•おなりいただく巧巧を.ホの給夷元で反 

この表术を無視して、誤った取巧し 1 をすると、人び傷害を負う可能性や物的 
損害の発生が想定される内容をおしています。 

ん\|，ていキサ 




〇 ® ® ⑩ 

この絵表示は、 r 禁止」されている内容でず。 

A 

この絵表示は、 r 注意」していただく巧容です。 

〇を爲 

この絵表示は、必ずしていただく r 指示」内容でず。 






么を険 （ DANGER) 


★ガソリン使用禁止 


ガソ I 」ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないで<ださい。 
か量の混入でち、乂災の原因になります。 


L - ! 山、、 , M 、•:**• I 


^- - - —カソリン禁止」 

么警告 （ WARNING) 

1★スプレー吿厳禁 i . 

スプレー宙やカセットこんろ用ボンベなどを、ストーブの前面や温風の ~ r . 

あたるところに放置しないでください。 W 

熱で出の圧力び上がり、爆発し、危険です。 ^ 

.り 

0 

禁止 

1 ★換気必要] 

•援^せずに使用しつづけないでください。酸素び不足ずると、不完全 げ= 

燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 ） \ 

• ® 巧中は必ず]時間に 1 〜 2 回 （ 1 〜 2 分)換気して、新鮮な空気を補 化 

給してください。（窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない 典 

場所では、使巧しないでください。 

霉 

3 爲 

1換気 

1★ミ豆風盼出□をふさがなし、 1 な 

を類、紙などで温風吹出口や空気取入口をふごびないでください。 4'4 

を類、紙などでふさぐと、異常燃焼や义がの原因になります。 

f ) _ Ip 

0 

禁止 

巧類の乾燥厳禁 

を類などの乾燥には使用し/ 
落下したを類に火びつさ、> 

よいで < ださい。 M 

k 災の原因になります。 

霞を & 

、 禁止 

L ★寝るとき消乂 1 _ 

寝るとをやが出するとさは、必ず消乂し、火び消えていることを確認し お 
て< ださい。 YM 

、 予想しない事故が発生するおそれびありまず。 


〇 

消乂 ， 


お使いになる前に 









安全のために必ずお守りください 



告 （ WARNING) 


I 去可燃性 ガス使用厳禁1 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するもの(ガソ U ン、 
ベンジン、シンナー)、スプレーを使用しないでください。 

火災や故障の原因にな0ます。 




意 （ CAUTION) 


皮カーをン_、可燃物近接禁止 I 

カーテンや燃えやすいちののそばなどでは使用しないでください。 
毛布や面とんなどを近くに置かないでください。 

火災び発生するおそれびあります。 


「★給油時消火 I 

給油は、必ず消火して、本体温度び充分下びってか5、乂の気のないと 
ころでおこなつて < ださい。 

义災のおそれびあ0ます。 


I ★居室巧給油禁止 I 

給油は、必ず火の気のないところでおこなってくださし、。 

火災のおそれがあります。 

★油漏れ確認1 

給油□□金は確実に締めてください。 

給油口□金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給油□□金を斜めに締めたりすると、簡単に給油□口金び外れて、义災 
のおそれびあ0ます。 

• 油 び漏れるが態で使用しないでください。火災のおそれびあります。 

I ★異常時使用禁止 

におい、すずの発生、炎の色など異常を感じたとさは使巧しないでください。 
運転スイッチを押して r 切」にしてください。 

異常燃焼のおそれびあ D ます。 

•万ーストーブか5火び出たり、床などに火びついたとさは、あわてず 
に消火器で消火して < ださい。 

みほこりの除去 1 

ファンフィルターは、週]回な上必ず掃除してください。 

ごみ、ほこりなどでフアンフイルターびつまると、異常燃焼のおそれびあります。 


★温風に直接あた5ない 


温風に直接長時間あたったり、ス I -ーブの前に長時間い続けないでくだ 
ごい。低温やけどや目お水症状になるおそれびありまず。 

温風を直接 暇い込まないでください。気分び悪くなることびあります。 

皮_移動-運搬ずると をのミ主意 

ス I -ーブはひさずらないでください。床面、じゆうたんなどを傷つけた 
り、本体底面の塗料びはがれて、さびの原因になるおそれびあります。 
ストーブを移動する時は、必ず消火し、油タンクを抜いて傾けないよラに静 
かに移動してください。油び漏れたり、火災になるおそれびあります。 

修理■引越しなどス I -ーブを運搬される時は、必ずミ巧タンク、油受けざ 
らの灯油を抜いてください。な油びこぼれ周囲を巧すおそれびあります。 



0 





0 

使用禁止 


〇 

指示 

0 

禁止 

〇 
















A 注意 （ CAUTION) 


み高温部接触禁出 


グ 


燃焼中や消乂直後は、高温部、温風吹出□に手などふれないでください, 
やけどのおそれびあります。 

|★指や異物を心れ：^^^ 

ルーバー(温風吹出 □) やストーブ内部に指や異物を入れないでください t 
けびや火災のおそれびあります。 


。ぶ 


を分解修理•改造を禁止] 

故障、破損した6、使用しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造は危険 です。 _ 

み保管時にしていただくこと] 

長期間使用しないとを、または保管ずるときは、必ずな油をおさ電源プ 
ラグをコンセントか6振いてください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

抜を取れなかった丹油び漏れたり、火災のお それびあります。_ 

★電源コードを傷反な。 

電源コードに無理な力を加えたり、傷付けたり束ねたり、物をのせたり 
加工しないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って引さ抜かないでください。 
電源コードび破損し、义災や感電の 原因にな D ます。 

み長期間使用しないときは電源プラグを抜く1 

長期間使用しないとさは電源プラグをコンセントか5抜いてください。 
义災やそ想しない事故の原因となります。 



I ★電源プラグは確実に差し込む I 

輩源プラグはコンセントに根元まで確実に差しぶんでくださし、。 

(また、 傷んだプラグやゆるんだコンセントは枝用しないでください。、 

I 火災の原因にな0まず。’ ) 

めれた手での抜を善しはしないでください。 

感電の原因になります。_ 

★電源プラグのお手入れをず司 " 

とをどきは電源プラグを抜き、ほこり（及び金属物)を除去してください。 
(ほこりや異物びたまると湿気などで絶織不良になり）义災の原因になり 
ます。 

岳おす様をおを章り夕鸟堡用に注意 

お子様やお年寄り、体のご不自由な方びお使いになる場合は、やけどや、 
部屋の換気などについて、周固の人び充分にミ主意してください。 

I *8 要看研 ，をち 物をあちな UV — 

ストーブの上にのつたり、腰をかけたりしないでください。 

ストーブの故障や、やけどのおそれびあ0まず。 

ストーブの上に花びんや、水を入れたちのなどを置かないでください。 
水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 








安全のために必ずお守りください 



意に AUTION) 


誦寧す！)と当 

ストーブを廃棄処分するときは、必ず油タンク、油受けざら内の灯油をおき取ってくださ SB 
ぃ。 (24 ぺ-ジ参照） 

财油が入ったまま廃棄すると U サイクルの際思わめ 事故び発生するおそれびあります。 ホ旨示 

み次の場所では使用しなし、] 火災や予想でさない事故や故障の原因になりまず。 

( か平でな い場所、不ま定を場所;） (風のあたる場所~^雇矿出人 □ 婚外》 

• 傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しない . 風のあたるところで(南责届'~ 使用禁止 
でください。 しないで < ださい。炎び出 

対震自動消乂裝置び誤作動することびあ0ます。 て危険です。掃陈臟の排気 — _ 

• しっかりしたじよラぶな床面で使用してください。 にち注意して<ださい 。 n 

•不安定な台上で使用しないでください。転落するお•部屋の出入□など人の通 
それがあ0危険でず。 るところ、人びぶつかったり 

('暖炉がスト—ブゎ " vM 巧を gj た: f 磯遇！■語 

•暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使い方ををるおそれびありま^ / * —" ^ 
しないでください。火災の原因にな D まず。 

0を西 i 就挪場南） 需？號舅就器篇2 す 

•空気を取り入れるフィルターび目づまり状態になり、異 备 化か ^ 

常過熱や異常議を起こし、辜故になる危険性びあります。 U 1 身旧ホのあたる細斤、温度の局い塌尸斤;) 

(理•美容院、クリ- ニ ング店などスプレ-ゃ幅飄を使う場!）：聽鱗鶏就熏禪德就杰ゎみゎ 

•理.美容院、;><ッキ、塗装王場、電子部品組な I 攝屬維5^部りまず。なぶあふれ出て人んのがれ 

i 賃蟲誤で讓點親!盈:しぶ金属、鏡、ガ（可燃性ガ畔発がる！所、またはたまを場所) 

ラスなどを傷める原因となりまず。 • 爆発や火災の原因になりまず。 

•石油フアンヒーターで暖厉ずる部屋ではシリコーンを广:日を•飼苗みか >1' 人の I 、ゎ "1 \+ ElnC ^ 
配合した枝毛用コ-卜液やヘア-トリ-トメント(枝し'皿を的頂里些人のし、ない柄尸の 

毛用）は点火 S スや、途中消火など故障の原因になり • 予測でをない事故び発生するおそれびあ0 
ま すので使用 しないで < ださい。 まず。 

C 高地 （1300 mlU 上の顧軒） C \) 

• 酸素濃度び薄いので不完圣燃焼しまず。 

• 8日〇〜13日日 m では調整び必要でずので 販売店までお問い含わせください。/|1を KV … f ま用禁止 

みす燃物（木壁、含板、ふ " T , まなど）との距離を離ず 

•ス I ブ上方の棚などとの距離はがず] m 政上あけてください。 fimL ソ上阻1| 

•上方の棚などからの落下物びないようにしてください。 \\ 、c 进顯 M 臟 

•特に、力-テンなどびスト-ブにみれないようにしてくださし、。趙 T ^ WW 
•家具などか！5は充分な距離をとってください。 了屬。[：^^^ 。 

(熱で変形や変色、自然発火ずることびあります。） Jilx な上' 

こ_ゾ Im な上 


(醒がこる場所、部屋の出入□婚外り、三/ 

•風のあたるところでは使用 使用禁止 

しないで<ださい。炎び出 
て危険です。掃陈機の排気 ^ 

にち注意して < ださい 。 r 

•部屋の出入口など人の通含な 
るにろ、乂祈於かったり 
つまず < 場所で使巧すると、^ 
転倒して事故や乂災び起門姑 
をるおそれびあ0ます。 1/ — 

(で安定な物をのせた棚などの下） 

• 落下物により火災び起きるおそれびありまず。 


• jP 発や火災の原因になりまず。 

(温室•飼育室など人のいない塌所） 

• 予測でをない事故び発生するおそれびあ0 
ます。 _ 


Im しソ上 
15饥 


0 

使用禁止 

〇 



願い （ NOTICE) 


コー_ン配音聲品を使用し夕い] 

♦ストーブ(石油フアンヒーター)で暖房する部屋では、シリコーン配含製品（ムース.ク U - ム•液 
体スプレーなどの枝毛用ヘアートリートメント類、つや出し剤や、防水スプレーなど）を使用しな 
し、ださい。点乂ミス-途中消火などの故障の原因になります。 

百^な油の廃棄 I •灯油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 







使用ずる場所 


★効果的に使用ずるために 


♦温風の循環を妨げるちのがない場所に設置してくださし、。 
♦外気に接する窓の下や壁面に設置すると効果的です。 



各部のなまえ 


タンクふた 



お使いになる前に 


4 













各部のなまえ 


操作部•表示部のなまえと使いかた、「点な」 • 「点滅」の意味 


B チャイルド□ック表示 


チャイルド□ック作動 


チャイルド□ック解除 


^由 セーブ ポタン 

I な油 セーブ 運転の 
設定•解除をおこ 
ないます。 

1目、17ぺージ参照 


____^給油哩__ 

化-日表示が点な 

油タンクの灯油び少な<なって消乂する10分前。プヴーび鳴り、残り燃焼 
時間（分）を表示します。 

E 卜0表示が点滅 

給油延長ボタンを押し、給油延長（最大約目日分延長）運転中を表示します。 
。>口表示び点滅 

• 給油延長運転中の消乂ずる10分前に点滅し、残り燃焼時間（分）を表示 
しよ9 0 

•油びな<なり自動消乂しました。表おは「-」表示となります。 

11ぺージ参照 


室内温賽 


タイマーボタン 

タイマー運転をお 
こな5と去に使い 
まず。 

17ページ参照 


チャイルド日ックボタン 


混度/時刻合わせボタン I 

設定•解除をする場合は 
チャイルド□ックボタン 
を3砂故上押します。 

2日ぺージ参照 


室遍の設定、時刻の設定に使いまず。 

♦室温設定の攝合…設定温度をお好みの温嵐こすることびでをます。 

© あるいは@のボタンを巧して合わせてください。 

• 時刻設定の場合…©あるいは咳)のボタンを押して合わせてください。 

、 ノ 

13、16ページ参照 


タイマーランプ 

点な•タイマー運転待機中 
•タイマー運転中の1時間 
♦タイマー運乾終了時 （ Wr 表示中) 


運転 ランプ 

点滅…予熱中 
点灯…運転中 

14、17、18、19ページ参照 


























ます。 


タイマー運転から、通常運転に 
切〇醬えるとさに巧します。 

給油延長運転をするとさに押 
します。 

消臭点火をずるとさに押します。 
消臭点火を解除ずるとをに巧 
します。 


18ページ 
参照 

11ページ 
参照 

14ぺージ 
参照 


■タイマー 運転時刻表示 
タイマー時刻表示は点滅します。 

タイマー運転終了時口ま、「，< Hr 」を表示します。 

語定ミ島度室內遍度 

c-nn m 

LI - LIU — 

■給油に関ずる残り燃焼時間 
残り時間を表示しまず。 

※油切れ時は--」を表示します。 

設定温度室的温度 




■3 時間燃焼終了時の表示 
「3 «广」を表示します。 


設定温度室内温度 

1 Hr 恶 


■故障•異常により自動消火したときの表示 
(エラー表示） 

自己診断機能により、故障時には f - 日 〜 f - 弓を 
表术しまず。 

設定温度室巧湿度 

__E- 5- 


8：00- 


設定温度室内温度 


デジタル表示部 

(消臭点义び拝されている場写は麗表筑ま消口してしほす。） 
■温度表の 

設定温度…6む〜 28° C まで設定温度を選択でをます C 
室内温度 • • ’0む〜3化まで表おしまず。 

晶度室内温度~~ 

—•近リ•で藥 


■現在時刻表お 
現在の時刻を表示します。 


で表示 


点好…室内温度び設定されていまず。 
点滅…室内温度を設定中。 


_表示_ 

点灯…消臭点火に設定されていまず。 
点滅…消臭槪能作動中。 

消：0…消臭点火が辭除されています。 

14ぺージ参照 


i 臣►換気表示 


点滅（運転停止） 

室内の空気び、酸素不足が態でず。 

• 窓やドアを開けて充分に部屋の換気 
をしてください。 

•換気ランプにたよらず1時間に1〜2回 
は必ず部屋の換気をして < ださい。 



運転スイッチ（運転ランプ） 1 


一度押すと…「入」 

(確実に押さないと運転ランプび 
消灯し、点火しません。） 

もラー度 f 甲ずと…「切」になります。 


、 ]4、17、18、1目ぺージ参照 


消臭点火 • 時間延長 • 給油延長ボタン 


燃焼中に巧したとさか!5、再度 
3時間の燃焼継続び巧能になり 


19ぺージ 


運転スイッチ 

「入」 


__運転スイッチ 

!「留 


お使いになる前に 





お使いになる前の準備 


♦包装箱か日すベての包装材を取り隙き、製品に傷をつけないよ 
ラに取り出してください。 

同時に取扱説明書と□金開閉具お取り出してください。 

♦詳しくは、包装箱上面に表示してある r 包装の内容」を参照して 
ください。 

♦包装箱や包装材は保管するとをにご利用ください。 



な油について 


®燃料は口油( J 旧1号な油)を必ず使用してください。 

(!) 変質な油、不純; n 油は、絶巧に使用しないでください。 


A 危険 


I ★ガソリン使用禁止 I 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないでください。み量の混入でち. 
火災の原因にな0ます。 



(§) 

ガソリン禁止 


>変質巧油、不純灯油（灯油し U がの油-水-ごみび混 
入した灯油など）は、絶対に使用しないでください。 
異萬燃焼や故障の原因にな0ます。 


♦助燃剤(添加物)は使用しないで < ださい。 
異常燃焼を起こずおそれびあります。 

® '灯油の保管のしかた 


♦口油はおず乂気、雨 
水、ごみ、局温およ 
び直射日光を避けた 
攝所に保管してくだ 
さい。 


0 

禁止 



ホ己 

3婦 

es 





心 


♦打油容器内の灯油び 
少ないと温度変化に 
より結麗して水がた 
まることがあ0ます。 

•な油の容器は専用のきれいな容器を使用して<ださ 
し、またな油容器はがず J 1 S 認定品で色つきの灯 
油専用容器を使用してください。 


ホ了油とガソリンの見分けかたのポイント 


指先に使巧燃輯をつけて息を吹さかけます 
(义の気のない所でおこなって < ださい） 


〇巧油 



濡れたままです。 


X ガソリン 



すぐ乾いてしまいます。 


良い保管 


直射曰光、雨水び当た 
5ず、义気のないを暗 
所へ保管 



圆 


悪い保管 


直射曰光、雨水の当た 
るべランダなど、室が 
の保管 














估い灯油。 
した灯油） 


壑質幻ミおを 

(2 年!;(上持ち越 


不純な油とは 


♦長期間、日光の当たる場所や 
温度の高い場所に保管したな 
油。 

♦容器のふたが開けてあつたり、 
乳白色の容器で保曽したな油 
は変質しやすい。 

変賀のひどいをのは黄色味を 
おびたり、すっぱいにおいび 
しまず。 



使用禁止 


♦な油ながの油（ガソリン、 
シンナー、天ぷら油、機 
械油、重油など）びほん 
のかしでち還入した打油。 

参水やごみび混 
入した'な油。 



使用禁止 


変寶灯油の見分けかた コツプに水を入れ、次に灯油を入れて背媛に白い紙をあてまず。 


A 


水と同じ無色透明な6正常。 



白い紙-1 


かしでを色びついていたら 
使巧しない。 



0 

使用禁止 


•変質な油の見分けかたはたい 
へん難しいので、六一力一の 
はつきりしない灯油は使用し 
ないでくださレ。 


® 変質な油や不純な油を使用ず 
ると 


•変質な油や不純な油を使巧しまずと、パ 
ーナーにを量のタールびたま0、点乂し 
なくなったり、燃焼び悪くなったり、激 
しいにおいがした0しまず。 

♦水の混入した巧油を使用しまずと、炎び 
ルさくなり火び消えてしまいます。又、 
油タンクに灯油び残っているのに、「給油 
ランプ」び r 点灯」することびあります。 


® 万一変質な油や不純灯油を使 
つたとをの処置のしかた 

1油タンク、油受け、油受けざら内の悪い 
灯油を抜を取り、良質の阿油で内部を2 
〜3回洗ってからご使用ください。 

(24 ぺージ参照） 

2悪いな油を振き取っても効果のないとを 
は、販売店までお問い合わせください。 


-J 


お願い 


変質灯油や不純な油び原因でアフターサービスを依頼されたとをは、保罰期間中でも有料修理となり 
も:^ 0 


お使いになる前に 


a 





お使いになる前の準備 


給油のしかた 



給油は、必ず消火して、本体温度び充分下びってか5火の気のない 
ところでおこなつてください。 

乂災のおそれびあ D ます。 


〇 


1油タンクを取り出す。 

2給油口□金をを「〇」へ回して取 
りはずす。 

C - >. 

附属品の r □金開閉具」を使用しますと、巧 
油で手を巧さないで給油□口金の開閉げで 
さます。 

^, 

3給油ずる。 

巿販の給油ポンプの先端を止まるまで軽<差し 
込んで、油量計を見ながら給油して<ださい。 

(ホースび抜けないようにを意しなびら給油し 
て < ださし、。） 

♦灯油は油量計の上部(ち図*給油位置)まで給 
油してください。 

入れ過ざまずと、あふれ出ることびあ0まず 
ので充分注意して給油してください。 

4給油ロロ金を締める。 

給油□□金をち「〇」に回して確実に締めて< 
ださい。 

♦こぼれた阿油はよく拭き取ってください。 




5油漏れのないことを確認ずる。 

給巧□口金を下にして油漏れのないことを確認 
してか5、ストーブに正しく静かにセットしま 
ず。 

★油び漏れる状態で使用しないで<ださい。火 
災のおそれびあ0ます。 


女給油□□金は、斜めに締めた0、締めつけが 
不完全ですと、油漏れによる火災の原因にな 
ります。また、違った給油ロロ金を取り付け 
ますと油び出なくなります。 



〔 LC-M29 已の給油ロロ金〕 


心 










を合適を屑客(緯油延長運乾） 


油タンクの灯油び空になつてを、油受けざらのな油を燃焼させて、最大約郎分の延長燃焼（給油延 
長運転）びでさます。 


時間延長ボタン 


運転スイッチ 


1 油タンクのな油がかなくなると、 「 eJ ] 」表示び r 点な」し、ブザーが r ピ 
ツピツ」と連続して鳴り、デジタル表示部に残り燃焼時間（分）「の」を 
表术しまず。 

♦運転スイツチを押して消乂してから、給油してください。 

★給油しませんと、2分ごとにブヴーび r ピツピツ」と鳴ります。約1日分後に 「 eJ ]」 表示が「点滅」し、 
「デジタル表示部」の残り燃焼時間表示び「—」となり自動消火しまず。 

2 給油延長運転をずるとを 

油タンクの巧油がかなくなり 「 eJ ]」 表示び r 点な」したとをに、 r 給油延長ボタン」を押ずと、 「 E , □」表 
示び r 点減」にかねり、給油延長運転をして最大約酣分間の燃焼継続をしまず。デジタル表示自 Ek ' Jw 妾り 
燃焼時間表示(分)び変わります。 

給油延長運転中は r か0」表示び「点滅」しまず。残り燃焼時間が10分 L ソ下になると2分ごとにブヴーび 
「ピツピツ」と鳴りまず。 


•約郎分が内に、運転スイッチを巧して消火してか6給油してください。 

★給油しませんと、 「 eJJ 」 表示び「点滅」し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示び r ——」になると 
自動消乂します。 


♦r 給油延長 ボタン」を巧すと、時間延長(燃焼) わ同時に セツ ト されまず。 ' 

(19 ぺージ [j 茸 レ 皂れ泪み装置を使なかた] 参照） 

♦給油延長運転中は、室温に関係なく最ル燃焼 (r 微弱」または r ミニ」)運転をしまず。 



A ま忌、 

★ストーブを持ち運ぶとさは必ず消火をし、本体温度び充分下がって 
から、電源プラ:^^‘をコンセントから振いて、油タンク娜り出して、 

スト-ブを傾けないよう静かに運んでください。な油びこぼれて火ス y 
災になるおそれびあ0まず。 iBTTs 

* ■■ ノ 


を口烟表巧一 


r - デジタル表示 



お使 S になる1刖に 


id 








お使いになる前の準備 


点乂前の準備 


1 水平の確認をずる。 

♦ストーブは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

ストーブが、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 
•ストーブを傾いた状態で使用しまずと、対震自動消火装置び誤作動することびあります。また、転 
倒しやすく、異常燃焼の原因になります。 

2 電源プラグを電気のコンセント(家庭用 / 

AC 100 V ) に確実に差し込む。 I 

• r ピッ」と音びします。 ^ 


•デジタル表示部に: - -」表示び「点打」します。 

( rlift 」 表おも「点好」します。） 

-お願い—— 

★電源プラグを、絶対に、2日0ボルトのコンセントに差し 
化まないでください。感電•乂災-故障の原因にな0ま 
す。 

★コンセントびゆるんでいたり、差し込みび不充分でずと、 
電源プラグが過熱し、熱変形することびありまず。この 
よラなとさは、必ずお買い上げの販売店に修理を依頼し 
て < ださい。 

お部屋のコンセントを必ず修理してくだごい。 

女電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折ったり、重い 
物をのせたり、加工しないでください。感輩や乂災の原 
因にな0ます。 

★他の電気器具と同時に使用するとをは、ご家庭のお全器 
(ブレーカー)の容量をこえないよラにしてください。 


★電源プラグを旅くとさは、電源コードを引っ張って振か 
ないでください。斷線、発熱、発火の原因にな D まず。 


★熱に弱いジユータンや床の上で長時間使用すると、床面 
び変色したり、そり返ることびありますので熱に強いマ 
ットなどを敷いて<ださい。 



巧源プラグ 


設定温度室内 ミ 忌度 




タコ足配線 
は危険 




0 

禁止 

A 






3 現在時刻を設定します。 



di 現在時刻が午後7時10分の場を 
① © または©のボタンを一度押ず。 

「ピッ」と音びして「：」（コ□ン)表示び r 点滅」します。 

( D デジタル表示を見なが5 © のポタンを 
押して,' 5' に含わせる。 

③デジタル表示を見なが6 © のポタンを 
押してのに含わせる。 



♦ミ没.©のボタンは、一度押すごとに1時間または]分間ずつ進みます。押し続けまずと連続的 
に進みます。 

•時刻合わせをする蠕合は、デジタル表示部び r 点滅」 している間り日秒間)に©- ©のどちらかの 
ボタンを巧して < ださい。 

時刻合ねせびできなかった塌含は、をう一度©または©のボタンを押してやり直してください。 

® デジタル表示部が、 r 点ミ威」か引点灯」に変わり、設定が完了します。 

f -お願い- 

★ストーブの時刻が狂ったり、タイマー点火時刻び狂ったりする攝含は、コンセントを—度振いて、 

をラー度差し込み直して、時刻を設定してみてください。それでを直5ないとさはお買い求めの販 
売店までお問いをわせください。 

★ス I ブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プラグを振いて再通輩した場含、デジタル表示 
はち図のようにデジタル表示部に r -- : - -」 表示び r 点灯」 しまず 量愁窗产 gw 扁产 ~ 

ので、現在の時刻を設定してください。 I 

( rJl 養 J 表あを「点な」します。） —こ—二た^ 


機能 


♦デジタル表示部の時計表示は、5分間経過しまずと、當電力機能が働いて、デジタル表示部が r 消灯」し 
て、電力の消費をおさえまず。 

時刻を確認したい塌をは、操作部の運転スイッチ攻外のどれかのボタンを押ずと表示します。運転スイ 
ッチを押すと点乂動作に入ります。（運転中及びタイマー^寺機中この機能は働をません。） 


近 


お使いになる前に 





使いかた 


点义（通常運転) 




※購入後初めてお使いになるとをや、電源プラグを振いた状態から再度お使いになるとをには、消臭点火 
モードに設定されますので、 「 Ji &」 表示び r 点灯」 します。 

「消臭点火」は、点火までの時間を約1日日秒にして、予熱を充分におこない、点火時のにおいをかなくず 
る点火ち法でず。 

①「運転スイツチ」を巧して「入」にずる 〇 [確実に下まで巧し切らないと運転ランプび r 消 
灯」したままで点乂しないことびあります。] 

•「ピツ」と音びして r 運転ランスび r 点減」します。 

♦デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示します。 

油タンクに'な油びあるのに 「 EiJJ 」 表示び r 点滅」 している場创ま、 油 受けを取り出し、ごみや水を指て 
灯油で洗浄してください。_(24ぺージ参照）___ 

( D 約1如秒後に自動的に点乂し、 r 運転ランプ」が r 点な」に変わりまず。 

♦ A イパワー運転 

運転中に室内漏度び低下し(約1日で政下)、設定温度との善び約5む政上になると、数分間、通常の 
最大瞩房出力を約1日％アップさせて自動運転します。 



•「運転スイツ刊が r 切」の時に r 消臭点火ボタン」を押ずと、 rJHj 表示び r 消な」して消臭点火モードび解 
隙され、点火までの時間び短くなりまず。（約9日砂） 

室内温度び目でな下の場合は、点火までの時間び、約150秒のままでず。 


-お願い- 

★初めて運転するとさや、製品を移動させたり、激しい振動び加えられたあとに運転するとを、白煙 

(灯油の蒸気)や臭気び出ることびあります。これは、移動、振動によりバーナー(燃焼部)内に落ちた 
余分な油が蒸発することによるちので、一度点火し、余分な油びなくなれば白煙や臭気はなくなり 
まず。この様な場合は白煙、臭気びなくなるまでは(窓をあけるなど、 ） 撰気をおこなってください。 
★点火時にバーナー(燃焼部)内で、「ボツ」と言5音や「ゴーゴー」と言ラ音びします。これは点火を確 
実にずるためで異常ではありません。 

★点乂時にはがしにおいびあります。 

★燃焼中「チツチツチツ」と言うよラな音びすることびありまずび、電磁ポンプの音です。また、燃焼 
中に r ジユツジユツ」-「シヤンシヤン」などの音びする場合びありますび、これは、口油び蒸発する 
音でず。異常ではありません。 

■消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火後3時間で自動消火をします。燃焼.を継続する塌 
音は消火する前に c ^ r 時間延長ボタン J を押してください。詳しくは2日ページを参照してください。 

















炎の状態 


★ス I ブを使用ずるとをは、正常に燃焼しているか、燃焼確認窓か曰炎の状態をおず確認してください。 



〇 

確認 


(ここに表示したが態は「強燃焼」の状態でず) 



が 

態 


原 

因 


処 

置 


青炎燃焼でがの先端に多少 
黄炎びはいる。 

炎の伸びや、燃焼音びかさ 
し、。 


炎び黄色<燃焼音び大をい< 


燃焼用空気び多すぎる。 


販売店にご相談ください。 


•炎び高く伸び、炎全体び黄色。 
•「ピー」と言うような異常 
音びずる。 


燃焼用空気不足。 

燃焼1」ングの取付け不良。 
ク□スマットの浮を上り。 


フアンフイルターを掃除す 
る。 

販売店にご相談ください。 


使いかた 


ぶ 






使いかた 


室温の調節（運転中にしかでをません) 



①©または©ボタンを一度押す。 

♦ r ピッ」と音びして「で」表示び、 r 点滅」します。 


( D 温度を上げるとを。 

•デジタル表示を見なびら@のボタンを押す。 

③温度を下げるとき。 

♦デジタル表示を見なび5@のボタンを巧す。 

♦溫度設定をする場合は「で」表示び r 点減」している間(約1日秒間）に©- (?而ボタンのどちらかをま甲 
して < ださい。 

設をでをなかった墻合はちう一度押して、やり直してくださし、。 

♦設定温度は目む〜28で、室温表示は日む〜32むまで表示します。 

♦設想晶度にコント □— ルするたゆに自動的に慮大) r 強 J •伸 J •「亂 • r 微弱」-(最小) r ミニ」運転 
をくり返します。 

♦一度漏度設定しますと、その温度を記憶していまずので変更をしない限り、 r 消火」渡再運転ずる場 
合、同一設定温廣になりまず。 


-お願い- 

★室温が約18む下では r 微謁」または r ミニ」燃焼しないことびありまず。 

★溫度調節は対流用フアンのフアンフィルター(燃焼-遍風空気お入 □) 付近の温度を感知しておこな 
いますので、ス I -ーブの位置や部屋の大ささによって、必ずしを、デジタル表示部の室内温度表示 
と、室温とは一致しません。 


I 灯油 セーブ 運転 


灯油セーブ運転は設定温度よりわ室温び約3で上昇しますと「消火」して無駄な暖房を抑えます。 
室温が設定温度より3むな上高い場含は、運転ランプは r 点な」しますび運転はしません。 

また、室温が設定温度まで下びりますと、自動的に再点火しまず。 




















設定温度窒內温度 



階油を-^運転の設をのしぶ、を I (口油セ-ブ運転の設定は運転中にしかぉこなえません) 

① r 灯油セーブボタン」を巧す。 

♦デジタル表お部に r 弓 R し仁!と表示され灯油セーブ運転び 
設定されます。 

デジタル表示は3秒後には溫度表示に戻りまず。 

怕油セーブ運転の解除のしかを] 佩'由セ-プ運転の解除は運転中にしかぉこなえません) 

( Dr 灼■油セープポタン」を押ず。 

•デジタル表示部に「日 FF 」 と表示され灯油セーブ運転び 
解除されまず。 

デジタル表示は3秒後には温度表示に戻ります。 


設定温度室の温度 



♦订油セーブ運転は一度設定ずれば、もラー度け T 油セーブボタン」を押して解除するか、電源 コ—ド 
を振かない限り解除されません。 

♦灯油セーブ運転び設定されている場合、運転スイツチを押して運転をおこなラたびに、約3秒間デ 
ジタル表示に r 弓 R 1/£」と表示されまず。 


タイマー運転のしかた (タイマ-を使用して暖房を始めたぃとを 


女タイマー運転をずる場合は、13ぺージ「3現在時刻を設定しまず-1に従って、時刻をわせを してからで 
ないと運転できません。 ■ 

★タイマー点火時刻を設定しないと、デジタル表示部に「ら- or 」 び表示されまず。 


デジタル表示 


設定温度室の温度 

- ク 

f 歐^ 

咬油セづ 

C . コけ聽 
成 しい—,し, 




入娜. 


運転スイッチ 



「タイマーランプ 


幽 

m 

タイマ-隠 


■タイマー点火時刻は、日分おきにしか設定でをません。 

このストーブのタイマー運転は、フアジーコントロールでお部屋の大ささとその時の室温により、自 
動的に点乂時刻を決定し、設定の時刻には、お部屋を隱かくしておきます。 

通常、タイマー運転設定時刻の日分から巧分前に運転を開始しまず。 




使いかた 






使いかた 


di 午前目時30分に設定したいとを 

① r タイマーポタン」を押ず 0 ~ 設を温度室巧温度 - 

♦このとさデジタル表示部の表示び表示に変わり、 r . MB, 

「タイマーランプ」び r 点滅」しまず。 I _ _ ■ _ 

( D デジタル表示を見なが5 © のボタンを 
押して b に合わせる。 

( D デジタル表示を見なが5 © のポタンを 
押してぶに含わせる。 

♦ ^ @のボタンは、一度押すごとに]時間または5分間ずつ進みます。押し続けますと連続的 
に進みます。 

♦時刻合わせをずる場合は、 「タイマーランプ」 び r 点滅 J している間(約10秒間）に©.©のどちら 
かのボタンを巧してください。 

♦設定でさなかった場をは、をラー度 r タイマーボタン _!を押してやり直してください。 

贫「タイマ—ランプ」び「点滅」している間に、「運転スイッチ」を巧して 
r 入」にする。 

♦約10秒ほど経過すると「タイマーランプ」び r 点灯」し、デジタル表示は現在の時刻を表示してセット 
が完了しまず。 


★タイマー運転は、一度タイマー時刻を設定ずれば変更しない限り、 「タイマーボタン」 を押して 「夕 
イマーランプ」 の r 点 減」 中(約 1 日秒間）に、 r 運転スイッチ」 を 「入 J にずるだけで同一時刻で設定び完 
了します。 

★「運転スイッチ」 を押して 、 r 運転ランプ」 び r 点滅 J しているときに r タイマーボタン」 を巧すと 「タイマ 
—ランプ J び 「点な ル、セットび完了します。 

★タイマー時刻を変更する攝合は前記と同手順でおこなってください。 


タイマー運転の解除のしかた 


タイマー運転操作をした歡タイマー点火時刻前にタイマー運転の解除あるいは通常運転をおこないたい場合。 
1 r 運転 スイッチ」 封甲して r 切」 にする。 一 〔タイマー運転の解除〕 

2 「運転スイッチ」 を再度押して r 入」 にずる。 一 〔通常運転開始〕 


タイマー運転の注意事項 


女タイマー運転をした場含点乂禮約1時間後に自動的に消火し、「タイマーランプ」が r 点灯 ■_! し、デジ 
タル表示部の「イ」表示び r 点 I 幻」します。 

連続運転ずるときは、タイマー運転の点乂時より1時間切巧に r 時間延長ボタン」を巧してくださし、。 

•鶏り燃焼時間び1日分になると 「デジタル表示部」 に数字で 巧，弓... ，f と表示し、2分毎にブヴ 
一 （ r ピー音」）でお知らせします。 

♦これは閉め切つた部屋で長時間、換気せずに燃焼ずると、空気不足で危険となるためで、手を細れ 
ない場合は、自動的に消火しまず。 

★通萬運転中に r タイマーボタン」を押すと、「消乂」して r タイマー運転」の待機状態になり、タイマー 
時刻に自動的に点火します。 

(但し現在時刻を設定してか6でないと、「タイマー運転」の待機状態になりません。） 


Ik 





イマー時刻の確認は、タイマー運転待機中または消乂時に 「タイマーポタン」 を押すと、1日秒間表 
TJX します。 

★タイマー運転操作後に停電があつたときや、ストーブを揺らして対震自動消乂装置び作動したとを、 
電源プラグを抜いたとさは点乂しません。^ 

この攝合は、再度 13 ページ L 1 — 堤を時刻を霞是し寺■ず]を読んで、時刻含わせからおこなってく 
ださい。 


消乂のしかた 



① r 運転スイツチ」を J 甲して r 切」にずる。 [確実に下まで押し切らなし、と運転ランプび 
「点な」したままで消火しないことびありまず。] 

♦このとをデジタル表示部は現在時刻を表示し、「表示び「点滅」して消臭機能の作動中を表示し 
ます。 

♦消乂後、約弧砂間は対流用フアンは回転し続けます。その後自動的に停止しまず。 

-お願い- . 

★消火操作をしたときは r 運 乾 ランプ」 の r 消な」 と パー ナー内の火び消えることを確認してください。 
★消火時には バーナ ー( 燃焼部)内で r ボッ」と言ラ音や「ゴ ーづ一」 と言う音びしまず。これは消乂を確 
実にするたがで異常ではあ0ません。 

★消火後、巧流用フアンび止まるまで、電源プラグをコンセントから抜かないでください。音び出た 
り、がが出ることびあります。 

★点乂してすぐに消乂操作をしたとを、さつい臭気び発生ずることびあります。点乂後約2日分はでを 
るだけ消乂しないでください。 

★緊急のときを除いて、 消火は必ず r 運輯スイッチ J を使用してください。 

★長馳間留守にするときは、必ず電源プラグをコンセントか5掠いてください。 


消义後再点义ずるときの注意 


★消乂後すぐに再点义すると、異常音び出ることがありまずので、しば5く（約10分)待ってから再点乂し 
て < ださい。 

★ス I ブが暖かいラちに再点火操作をした時の予熱時間は、約 40 秒です。 


消し忘れ消乂装置の使いかた 


★消し忘れによる、万一の事故を防止するために、 点义してから3時間 
燃焼が継続す ると、「デジタル 表示 部」に ] 林-を表示して、 自動的に 
消乂します。 


設定温度室巧温度 



近 


使いかた 





使いかた 


♦残りの燃焼時間び、1日分になると「デジタル表示部」に数字で巧 I 3 
• • • /と表示します。 

♦この間、2分毎にブヴー （ r ピー」音)でお知5せしまず。 

〇消乂ずる前に「時間延長ボタン」を巧す。 

♦その時点から再度3時間の燃焼継続び可能になります。 

•自動消义した場含は、「運転スイッチ」を巧し直してください。 

換気を意表示の見方 



★閉め切った部屋などで長時間運転をずると「寺医叫表示び r 点減」し 
ブヴー（「ピッ」音)び日砂間鳴って運転を停止し、「デジタル表示部 J 
に r —」表示び「点滅」します。（消臭点火に設定されていまずと 


rm 

「お」 


,」び点！) a しています。） 

」表示にたよ S ず、 ] 時間に] 


2回は必ず部屋の換気をして 


<ださい。 


設定温度室の温度 



チャイルド□ックの使いかた 


チャイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って運転スイッチを巧しても点乂しないよ 
ラにしたいとをに使用しまず。 


f 

チャィルド□ック就 「 日 

チヤイル黯ミ ^^# Y 


設定温度室内温度 

jctjntsB 


あげる 


さげる 


消き点火 
時間延長\ 
給ミ由延長 


運範 

入/切 


運転スイッチ 


公 


チャイルドロックの機能 


1運転中にチャイルドロックを r セット」したとき。 

♦「運転スイッチ」で r 消义」のみびでさまず。 

♦設定温度の変更など他の操作はでをません。 

2消乂中にチャイルド□ックを r セット」したとき。 

♦すべての操作びでさません。 

3チャイルド□ック中に点火もしくは再点乂したとき。 

•デジタル表示部に rfr 曰 r 」 び表示され点火しません。 

チャイルド□ックの使用は、「チャイルド□ックボタン J を3秒じ(上押すことで、「セット J 又は r 辆除」 
がでさます。 

「セット」... r 旦」表示び r 点口」。 
r 解除 J ... 「且」表示び r 消好」。 










安全装置 


女安を装置が作動ずるのは何らかの異常があるとをでずか百、下記の処置をしても正常にならなし化きは、 
お買い求めの販売店にご相談ください。 

★再点火操作とは一度 r 運転スイッチ」を「切」にしてから再び押し直して r 入」にすることをしん巧す。 


安を 装置 名 

はた 5 を 

処 置 ' 

対震自動 
消乂装置 

♦運転中にストープ本体び地震(震度約日が上)や 
強い振動、衝擊を受けたとを、火災などの危険 
を防ぐために自動的に運転を停止しまず。 

♦地震によって作動した場合は、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油のあみれなど、異常がない 
ことを確認した後、再点火し 
て < ださい。 

不完を燃焼 
防止装置 

♦換気不良、手入れ不良、その他の異常によりバ 
—ナー部への空気の供給び不足したとさ不完全 
燃焼による危険を防止するわのであり、自動的 
に燃焼を停止します。 

♦作動した場合は、ファンフイ 
ルターの掃除をし、部屋の撰 
気をしてか5再点火して<だ 
さい。 

この装置は、あくまでも不亮全燃焼による危険を防止するため 
のものであり、使用中は必ず 1 時間に！〜 2 回換気して、新鮮 

な空気を捕給してください。 

1 * 

(23 ぺージ参照） 

点义安全 
装 置 

—— — • — . — 1 — . -- 

参点乂ヒーターのホ熱不足や、バーナーヴー云ス 
夕の不良による点乂不良。 

♦点火ヒーター.電磁ポンプ.ブ□アモーターな 
どの故障により点火しないときに、運転を停止 
しまず。 

♦点火ヒーターの故障び原因で 
運転を停止したときはバーナ 
—底のク□スマットに巧油び 
しみこんでいます。 

完全に乾燥させてから、ご使 
用 < ださい。 

(販売店にご相談ください） 

停題安全 
装 置 

•運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電源 
び切れたとさは、自動的に運転を停止しまず。 
再び通電されてを運転しません。 

♦タイマー運転中に停電があった場含、タイマー 
運斬は解除されまず。 

♦再点乂操作をしまず。 

♦現在時刻の設をとタイマー運 
転時刻の設定をや0直しまず。 
(13、18ページ参照） 

燃焼制御 
装 置 

♦燃焼中に炎が消えたとさ、自動的に運転を停止 
させる安全装置です。 

•再点火操作をしまず。 

過熱防止 
装 置 

•ブ□アモーターの故障や異常燃焼などの原因で 
ストーブび異常過熱したとさ、火災などの危険 
を防ぐために燃焼を停止します。 

♦フアンフイルターのほこりを 
取り除いてから、再点乂操作 
をします。 

(23 ページ参照） 

消しちれ 
消火装置 

♦消し忘れによるを険を防止ずるために、点火し 
てから3時間、燃焼び継続すると自動的に燃焼 
を停止します。 

•消火する前に「時間延長ボタ 
ン」を巧ず。 

♦消乂した場含は、再点火操作 
をします。 

(19 ページ参照） 


使いかた 



点検-手入れ 


定期点、検のおずすめ （2 シーズンに1回程度) 


長期間ご使用になりまずと、機器の点検がお夏でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
安全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、及は 
修理資格者〔(財）曰本石油燃焼機器保守協会 ( T 孔 03- 3499-292のでおこなラ技術管理講習を修了者(石 
油機器巧術管理±)など〕のいる店、当ななどに点検依頼されることをおずすめしまず。 


曰常の点検•手入れ 


女点検•手入れをずると去は、必ずストーブを消火し、電源プラグをコンセントか6おいて、本体温 
度が巧分下がってか 5 おこなってください。やけどや感電をずるおそれがありまず。 

★部品に触るとされ内部を掃除ずると动ま、手をけびしないように、手袋をはめておこなってください。 
★本体をベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色しまず。 

★電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


周囲の可燃物 _ i !油漏れ、油のたまり、ミ由のにじみ 


♦ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいをのを置かないよラにして < ださい。 



•ス I -ーブについたほこりや巧れは、掃除機で吸 
い取ったり固くしぼった磊れ雑巾などでふさ取 
って < ださい。 

汚れたままのご使用はな険のもとですし、スト 
ープのいたみを早めます。 


♦万一油漏れによって、油のたまり、油にじみび 
生じているとをは、消火操作をし、原因をたし 
かめ防漏赃置をし、油漏れびなくなったことを 
確認してか5点乂操作をして<ださい。 



♦油タンクの給油□口金の弁部などに、ごみびは 
さまっている場合びありますので取り除いてく 
たさし、0 がす 



式 











1 週間に 1 回な上 


フアンフイルターの掃除 


♦本体背面にある フアンフィルターにごみや ほこりび 目づ まりしまずと、 
燃焼用の空気量が減って不完全燃焼の原因になったり、温風用空気量び 
減って過熱防止装置びはたらいて消乂します。 

フアンが停止していることを確認してからフアンフィルターに付いてい 
るほこりを、電気掃除機などで吸い取ってください。 




ス 




留 W 戸令^ 
織齡し細 


iP 师麵 


ふ 


ファンフイルターの汚れびひどい場をは、ファンフイルターの止めねじ （2 本)をはずし、ファンフイ 
ルターの中央を変形しないよラにち側のつまみを軽<引っぱって、はずして、掃除をしてください。 



-お願い- 

★はずしたフアンフイルターは、必ず元どお0に組み巧けてください。けびをします。 



箇巧に！回む上 



ルーパ’一の掃除（必ず手袋をはめな与 r くおさい) 


♦ルーパ’一び巧れたり、ほこりび付着した場含は、電気掃除機や、固くしぼった城れ雑巾などでふき取っ 
て < ださい。 



♦ 

手 

入 

れ 

♦ 


ア 

フ 

夕 

I 

ヴ 

I 

ビ 

ス 









点検-手入れ 


油受けの掃除 


♦油受けは丹油は通しますび水は通しにくいフィルタ 
一ででをています。油受けに水やごみびたまると、 
油タンクに灯油があるのに、「 n 」 表示び r 点な」す 
ることがあります。 

♦「油タンク」を取り出してから、「油到す」を傾けない 
よラに取り出し、たまった水やごみを取り除いてく 
ださし、。 



-お願い- 

★油受けは、かで洗わないでください。必ずな油で洗ってください。 


巧震自動消火装置 


♦燃焼中にス I -ーブをゆすって、自動的に消火するかを点檢してください。 
•自動的に消火しまずと、「デジタル表示部」に f - 5を表示します。 


1シーズンに1〜2回政上 


油タンク、油受けざ5の掃除 


参油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ポンプ等で油受けざら巧の水やごみを取り除いてください。 




電源プラグ、コンセント 


参電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたまると乂災の原因にな 
ることがあ0まず。 

電源プラグをコンセントか6扳いて、付着したほこ0やミちれを取り 
除いて < ださい。 



''コンセント 














故障-異常の見分けかたと処置のしかた 

I 異常のお知らせ（デジタル表示の見 かた) 

安全装置が作動すると、自動消火しまず。また、デジタル表示部に故障.異常の原因び表示 [エラー 表示] 
されます。繰り返し表示するとをや運転しないとをは、お買い求めの販売店へご連絡ください。 


処置方法 ] 

•しば S く待ってか6泻点乂操作をしてください。 

\ ♦フアンフィルター、ルーパ’一の掃除をしてください。 
ノ （23 ぺージ参照） 

♦ス1ブの周囲の障害物を取り除いてください。 

参運乾スイツチを一度「切 J にしてか6現在時刻.タイ 
マー点义時刻‘室温設定をしてください。 

>参電源プラグなど電源をご fi 產認<ださし、。 

♦電気系統の巧障でず。お買いボめの販売店まで「デ 
ジタル表示」などをご連結ください。 

♦修理がお要でず。お買い巧めの販売店または別が E の 
お客様ホ目談窓 □- 览まで、「デジタル表示」などをご 
> 連結ください。 

♦しば日く待ってから再点火操作をしてください。 

>参お買いホめの販売店または別紙のお客様ホ目談窓 n — 

賀まで、「デジタル表示」などをご連絡くだすし、。 

> •スト-ブげ傾いていないか確認してから、巧点火操 
作をしてください。 

•フアンフイルター、油受けの掃除をしてください。 
(23、24ページ参照） 

>参修理び必要でず。お買いボめの販売店または別紙の 
お客様相談窓口一賀まで、「デジタル表示」などをご 
連絡くださし、。 

> •ス1^ープの周囲の陽害物を取り除いてください。 

•電気系統の故障でず。お質いホめの販売店または別 
> 紙のお客様ホ目談窓口一皆まで「デジタル表示」などホ 
ご連箱ください。 

•フアンフイルター、油受けの掃除をしてください。 

(23、24ベージ参照） 

> ♦修理びお要でず。お買いボめの販売店または別紙の 
お客様相談窓口一度まで、「デジタル表示」などをご 
連絡 < ださい。 

,♦運転スイツチを r 切」にして、チャイルド□ツクを解 
除してください。 （20 ぺージ参照） 

,♦運転スイツチを r 切」にして、タイマー点火時刻を設 
定してください。 （17 ぺージ参照） 

♦窓やドアを開けて巧分に部屋の換気をおこなってか 

6再点火操作をして < ださい。 

•灯油を給油してから再点义操作をしてください。 

•再点か操作をしてぐださい。 

•再点火操作をして < ださい。 

•操作部のいずれかのボタンを巧してください。 

^___ 


デジタル表示 

点な(点 a ) の 意味 1 

E-D 

•過熱防止装置が作動しました。 

F-0 

♦停電消乂後電源び入りました。 

E- / 

•ルームサ ー S スタび断線しました。 

，ご-'' 

♦バーナーが予叙不足でず。 

参八ーナーサスタび断線しました。 — 

♦点义ヒーターび断線しました。 

E-? 

参消火後ずぐに巧点义操作しました。 - 

♦点义をを装置び作動しました。 - 

F- こ, 

•地巧により消火しました。 

♦本体を傾けたり、強い}辰動、衝擊びちえ5 — 
れ消乂しました。 ■ 

E- ら 

♦不完を燃焼防止装置び作動しました。 : 

E-1 

♦室温が33でな上になりました。 : 

E-S 

♦ブロアモー 

夕一び停止しました。 ~ 

E-3 

♦点火巧を袋置び作動しました。 : 

Erctr 

•チャイルド□ック中に運乾スイッチを「入 J _ 
(ししました。 一 

♦タイマー点乂時刻が設定されていません。- 

• • • • 

►換気 

室内び酸素不足でず。 I 

バー表示点滅 

み口撒由 

灯油がなくなり消义しました 。I 

Ihir 

タイマーランプ „ 

♦タイマー運転が終了しました。 - 

3 Hr 

♦消し忘れ消火装置にて消义しました。 :: 

全消好 

♦暂電力機能が作動しました。 （13 ぺージ善照 ）I 
- 身 


点檢•手入れ•アフターヴ—ビス 








故障-異常の見分けかたと処置のしかた 


処置方法 


電源プラグをコンセン。 
卜に莲し込んでいない U 


。電源プラグをコンセン 
U 卜に差し込む 


停電した 


停電復帰後、再馬义操 
作をする 


省電力機能が作動しま 
した 


給油ロロ金が間違って 
し、る 


操作部のいずれかのボ 
〇タンを巧してください。 
(13 ページ参照） 


正しい給油ロロ金を取 
がけてください。 

(10 ぺージ参照） 


変質な油や不純'な油を 
使った 


変質な油やす純なミ由を 
良質の巧油に入れかえ 
る 

販売店にご相談<ださい 


換気す良 


部屋の巧分な換気をす 
る 


な油が油タンクの出し 
入れでこぼれた 


こぼれた灯油をされい 
にふをとる 


油タンクにI灯油がない 


な油を入れる 


フアンフイルターの目 
づま〇 


〇 


フアンフイルターを 掃 
除ずる 


油受けさ’!5に水が入つ 
ている 


市販の給油ポンプでか 
混入の'打油をすっかり 
巧< 


油受けに水び入った 


油タンクとミ宙受け巧の 
水を取り陈く 


対震自動消乂装置び作 
動した 


再点乂操作をする 


表中の f 表示は、「デジタル表示」エラー表示)を示します。 


故障かなと思ったときに 


突然ずベてのランプが消える 
燃焼音び大さい 
置台に油にじみびある 
使苗中急に消える 
使用中室内がにおラ 
換気表示が点滅する 
給油表示び点滅する 
黄火でちえる 
炎が大去くな6ない 
白い蒸気げ出てとまる 
点乂 しない 
運転スイツチが点滅しない 
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保管のしかた(長期間使用しない場合) 


★ストープを保管ずる場合は、22ページ点検•手入れの頃を参照して、ストーブの手入れをして 
から保管してくださし、。 

★いたんでいる箇所は必ず修理をしてか6保管してください。 


1ストーブを消火し、ス I ブが充分冷えてか5、電源プラグをコンセントか日 
巧く。 

2ファンフィルター、ルーパ‘一、電源プラグに付着したほこりやミちれを電気掃除 
機や固くしぼった濡れ雑巾などで取り除く。 

3油タンク、油受けざ S 巧の灯油、ごみ、水気を取り出ず。 

•謂や巧あさの原因にな0まず。 

4器具の表面をよくふいて、汚れを取る。 

•固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で巧れを取り、乾いた布で水気をみを取ってください。 
(シンナー、ベンジン等では成かないでください。） 

5包装箱に入れて保管する。 

♦口金開閉具は、紛失しないよラに、本体の背面にある□金開閉 
具取付巧に引っ掛けて保管しておくと便利です。 

★口金開閉具についた灯油は、よくふさ取ってください。 

♦湿気の少ない所に保管してください。 

•傾けたり、横にしないで<ださい。 

抜けをれなかった灯油び漏れることびありまず。 

★取扱説明書-保証書を必ず保管してください。 

廃棄するとき 


□を開閉_号を巧巧 



24ぺージ I 油タンク、油琴げざらの掃除]の項を参照して、油タンク、油賣けざら内の灯油を抜き取っ 
てか5廃棄してください。 


ぶ 


部品交換のしかた 


部品交換のとをのを意 


♦部品交換や修理をお受けになる場合は、曰本石油燃焼機器保守協会でおこなラ技術管理講習を修了 
看(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨しまず。 

★不完全な修理は危険です。 

★故障したをのは使わないでください。 


♦短時間に消耗する部品は特にありませんび、交換部品び必要な攝含は、お買い求めになった販売店 
にご相談ください。 

★部晶はおず純正部品(指定された部品)をご使用くださし、。 

★部品を交換するとをは、ストーブを消火し、本体び充分冷えてか5、電源プラグをコンセントから 
抜いておこなって < ださい。 


点検•手入れ•アフタ I サ I ビス 






型式の 呼び 

Ji _類 

点 _)k. 方__式 
使用 燃料 


ポット式 



燃焼継続時間 
が お 寸 法 
質 量 





し C - M 29 己 


強制通気お-強制対流形 


電気点火 


灯油 （ J 旧1号） 


0.28 IL/h 


0.077 L/h 


2.89 kW 


0.79 kW 


_ 13.2 時間(最大燃焼時） 


高さ42日 mm 幅 334 mm 與行300 mm (置台を含む） 

7.91< 呂 


_1 00 V - 5。/巨 。 Hz _ 

点乂時32日/320 W 燃焼時 13/13 W 
最大9己0/目已日 W (点火巧期に短時間発生） 


_ 最大燃焼時 33 CIB 最ル燃焼時1 9 dB 


4 A 

対震自動消乂装置、点火安全装置、燃焼制御装置、過熱防止装置、 


停電安全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘れ消火装置 


□金開閉具 （1 個） 


※騒音値の数値は J に測定方法 (JIS S 3031 ) に基づ<正面値です。 



mnai 醒 — 


8 








♦このフアンヒーターは電源周波数如、朗 Hz とを同一仕様でず。 

★電源周波数の異なつた地域への転居でをそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地からの転 


居は再調藝が必要ですので、別紙の r を暑穂 f 旨 i 意巧三費1までご相談ください。 


/j\ ま居、 

故障■破損した5、使用しないでください。 ' 

不完全な髓糊胃は繊です。 1^0 

分解禁止 

A を意 

修理.引越しなどで、ストーブを運搬される時は、必ず油タンク、油 ' 
到が日の灯油を振いてください。 ■■ 

運搬の途中にな油びこぼれ、11囲斬すおそれびあります。 

指示 


巧障•修理の際の連絡先 


アフターヴービスについてねからなし嗎合は、お買い求めの販売店、または、もよりの谓 S 惠己- 
一覧] (別紙参照)までお問いをわはください。 


アフターサービス 


_ 保証について _ 

♦添付しております保詰書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。 

記載の容をご確認のラえ大切に保管してください。 

★ f 呆証期間はお質い上げの曰より1年間です。 

修福をを療お却 

♦ 故障.異常の見分けかたと処置のしかた (25 ぺージ)に従って、お調べください。直らないとをは、ご 
使用を中止し、必ず電源プラグを扳いてか5、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いただをたい内容は次の通りです。 

①品名…石油ファンヒーター離制通気形開放式石ミ由ストーブ） 

③ 型式の呼び‘- - LC - M 29 己 
感お買上げ年月日 

④ 故障の状況(で定るだけ具体的に） 

⑥おなまえ、おところ、電話番号 

♦修理に際しましては保証書をご提示ください。保話書の規定に従って、販売店び修理させていただをます。 
•保記期間び週ぎているときは、修理すれば使用でをる場合には、ご希望により有料で修理させていただ 
さます。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 

f ----- 

この取损説明書と本体に表示されている禁止事項.注意事頂および通常使用に反して使用された場を 
の故障、事故につをましては、保証いたしません。 


_ 補修用性能部品について 

★石油フアンヒーターの補修用性能部品の保有期間は穀造巧切り後6年です。 
•補修巧性能部品とは、製品の機能を維持ずるために必要な部品です。 

起居される場合~~ 


点横•手入れ•アフターサ I ビス 


包 






LC - M 295 取扱説明書 



★長年ご使用の石油フアンヒーターの点横を！ ppf 品有 jS ?、 

製造巧ち切り後6年です。 



♦油漏れする。 

ご使用の際 
このようなことは 

♦燃焼中強いにおいがずる。 

♦おび異萬に黄色い。 

あ0まだんか 

•予熱時間が異常になびい。 

♦運転中異常な音びする。 


♦その化の異常*故障びある。 




故障や事故防止の 


ため、コンセント 

ご使用 

か5電源プラグを 

中止 

1 

抜いて、必ず販売 


店に点検-修理を 


ご巧頼ください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

し C - M 29 已 

お買上げ年月日 

年月日 

L 

お質上げ店名 

(電話番号） （ ） 一 

_ _ ) 


株式会社 i-ai-s 

本 社 名ち屋市端穂区桃園町5番17号 
干 467-08 曰己下巳しく日曰2〉822-1]44 
FAX <052)822-2742 


反1〇1 

古 IB だをか〇〇>$ ns 度を巧用レてい S f 


巧式をなトヨトミは快涵巧巧の一巧としてこの巧®説明 S は帛を巧を®用しています。 






